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タバコ煙抽出液 (CSE)、Tol-likereceptor 3 agonistである poly(I:C)、あるいは両者で、刺激し、それぞれのマ
クロファージの転写因子の活性化や炎症性サイトカイン/ケモカインの遺伝子とタンパクの発現変化を調べ
た。 In切りoの実験では、欠損型と野性型について、コントロール群(清浄空気1暴露、 FluV非感染)、 FluV群


























煙反復曝露の条件設定、 2) タバコ煙による酸化ストレスのメカニズム、 3)Nrf2欠損ではなく逆に過剰発
現させた場合の結果予想などについて質問があり、申請者は的確に応えていた。今回、 Nrf2が肺炎症の急
性増惑の新規治療のターゲットとなる可能性が論じられているが、本研究の発展により、マクロファージの
Nrf2の活性化や発現変化を利用した新たな検査診断法の開発も期待できることを付け加えたい。
平成 23年7丹5日、博士(医学)学位論文審査専門委員会において審査委員全員出席のもとに学力の確
認を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員によって合
絡と判定された。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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